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前期計画（令和４年度から令和８年度）の振り返り

社会情勢の変化

• 人口減少の進行
• 「佐渡島の金山」の世界遺産登録
• 物価高騰（国際情勢（ロシアのウクライナ侵攻、中東情勢）、円安の進行など）
• 自然災害の激甚化・頻発化
• デジタルテクノロジーの進化

前期計画に掲げた
事業の進捗状況

佐渡市総合計画 ４年目の進捗状況（KPIの達成状況など）を踏まえた効果検証

地方創生関係交付
金の活用状況

以下の交付金について効果検証を行う

〇新しい地方経済・生活環境創生交付金（第２世代交付金）
➢ 地方版総合戦略（佐渡市まち・ひと・しごと創生総合戦略）に基づく事業を支援
する交付金

〇物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金
➢ エネルギー・食料品価格の物価高騰の影響を受けた生活者や事業者の支援を通じ
た地方創生を図るための交付金
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達成 A 

36%

前進 B 

10%

横ばい C 

31%

後退 D 

23%

全体

佐渡市総合計画 ４年目の進捗状況

総括：進捗状況は、全体的に横ばいの状態
➢ 116のKPIのうち実績値が判明した104のKPIにつき評価検証を実施

➢ KPI全体の進捗状況は、
「達成A」＋「前進B」の割合が 46％（前年度45％）
「横ばいC」＋「後退D」の割合が 54％（前年度55％)

➢ 令和6年度からの１年間では
「達成A」 32％ ⇒ 36％ に改善したものの
「後退D」 21％ ⇒ 23％ に後退

改善：佐渡産農畜産物販売額、生涯学習事業参加者数など
後退：防災対策に対する満足度、身体活動を1日1時間以上実施する住民の割合など

■重点的・横断的な取組 主なKPIの進捗

※１ 割合（％）は未確定事業を除く
※２ 前進BはR8年度までの改善幅を100％とした場合、R4～R8の５カ年で毎年20％以上の改

善を図ることと定義

■進捗状況
【達成A】実績値が目標値を上回り、達成した状態
【前進B】実績値が目標に向かい、現況値（策定時）から前進※２している状態
【横ばいC】実績値が現況値（策定時）から変動が見られない状態
【後退D】実績値が現況値（策定時）の数値より後退している状態
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46％

総合戦

略との

重複

成果指標 Ｒ４年度実績 Ｒ５年度実績 Ｒ６年度実績 Ｒ７年度実績 R8目標値

○ 出生数 Ｒ2 245人 206人 184人 162人 144人 287人 D D

○
健康長寿　(平均自立

期間要介護２以上)
Ｒ2 80.3歳 80.1歳 80.5歳 80.9歳 80.6歳 81.0歳 B C

市内総生産額 ※Ｈ30 172,380百万円 157,405百万円 159,203百万円 161,358百万円 169,804百万円 180,000百万円 D D

社会動態における人口

移動数
Ｒ2 ▲180人

調査未実施

不明
▲182人 ▲293人 ▲290人 0人 D D

自主防災組織訓練の実

施率
Ｒ2 7.4% 25.6% 31.2% 32.2% 31.0% 50.0% C C

市内温室効果ガス(Ｃ

Ｏ２)排出量
※Ｈ30 472千t-CO2

423千t-CO2

※R2

404千t-CO2

※R3

392千t-CO2

※R4

392千t-CO2

※R5
384千t-CO2 B B

主食用水稲作付面積に

対する認証米の割合
Ｒ2 19.6% 21.6% 22.7% 21.9% 20.4% 25.0% C C

脱炭素社会・資源循

環型社会の推進

自然共生社会・生物

多様性保全の推進

産業振興の推進

移住定住の推進

地域防災力の向上

現況値

子育て支援の推進

健康長寿の推進

直近１年の

変化
施策

R6 R7

達成 A 34 37

前進 B 14 11

横ばい C 36 32

後退 D 22 24

合計 106 104

区分
件数



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 トキの舞う美しい島

基本目標１
豊かな自然と共生した、安全で快適なまちづくり

[防災・防犯、
生活・環境]

評価D事業に対する分析

１．防災対策に対する満足度
➢ 防災情報発信や避難所に関して満足度が不足しているといった意見が多かった。
２．環境アドバイザー登録数
➢ 自然環境分野中心の構成であり、派遣内容も生きもの調査などの分野に

偏っている。 3

R6 R7

達成 A 8 7

前進 B 4 6

横ばい C 14 12

後退 D 3 4

合計 29 29

区分
件数

達成 A 

24%

前進 B 

21%

横ばい C 

41%

後退 D 

14%



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 笑顔と長寿の明るい島

基本目標２
一人ひとりが活躍し、
いきいきと暮らせるまちづくり

[医療・介護・福祉]
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評価D事業に対する分析

１．健康推進員数
➢ 人口減少、高齢化、会員数減少に伴い支部間の交流や統廃合を見据える必要がある。
２．身体活動を1日1時間以上実施する住民の割合
➢ 昨年度より減少した。運動習慣や体を動かす割合が増加するための意識づけを図る取り組みが必要である。

R6 R7

達成 A 8 8

前進 B 2 2

横ばい C 4 4

後退 D 5 4

合計 19 18

区分
件数

達成 A 

45%

前進 B 

11%

横ばい

C 

22%

後退 D 

22%



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 文化の薫るおけさの島

基本目標３
郷土への誇りと未来への希望を
育むまちづくり

[教育・文化]
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評価D事業に対する分析

１．標準学力検査NRTで偏差値50以上の教科の割合
➢ 市全体の平均偏差値で見ると小学校はR２以降、下降傾向である。中学校はR５以降、上昇傾向にある。
２．健康・スポーツ教室・ウォーキング教室の参加者数
➢ 参加者実績の少ない教室を一部とりやめたため、参加者は減少したが、 1回あたりの参加者は11.2人から13.0人と増加した。

R6 R7

達成 A 4 7

前進 B 2 0

横ばい C 8 7

後退 D 3 3

合計 17 17

区分
件数

達成 A 

41%

横ばい C 

41%

後退 D 

18%



５つの基本目標 KPI進捗状況
将来像 働く汗の光る島

基本目標４
地域の活力と賑わいあふれるまちづくり

[産業振興・雇用]

評価D事業に対する分析

１．漁業集落による加工品販売額
➢ 原料である水産物の不漁に加え、海上の時化が多かったことによる出漁

できなかった日が多かったこともあり、加工品販売額は減少した。
２．UIターン者数
➢ 全国的な人口移動の変化や地方間での移住者獲得競争の影響により、

目標値に至らなかった。特に40歳以上のUターン者数が減少している。
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R6 R7

達成 A 9 10

前進 B 3 2

横ばい C 5 5

後退 D 8 9

合計 25 26

区分
件数

達成 A 

38%

前進 B 

8%
横ばい C 

19%

後退 D 

35%



５つの基本目標 KPI進捗状況

将来像 人情と優しさのあふれる島

基本目標５
心豊かで明るい暮らしを
未来に繋げるまちづくり

[市民活動
・行政活動]

7

評価D事業に対する分析

本市の附属機関・懇談会等における女性の登用割合
➢ 異動等による影響が大きい。今後は充て職以外の選任枠での女性登用を強化し、数値の向上に努める必要がある。

R6 R7

達成 A 5 5

前進 B 1 0

横ばい C 3 1

後退 D 0 1

合計 9 7

区分
件数

達成 A 

72%

横ばい C 

14%

後退 D 

14%


